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貢献

▶ 2種類の非凸な拡張を合わせた新しいモデルの提案
▶ 両者の長所を併せ持つ (外れ値に対する頑健性, etc...)

▶ 提案モデルに対して DC アルゴリズム [Tao, 1988]を適用
▶ 拡張してもアルゴリズムの計算コストはあまり変わらない


